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【主催】大阪の子どもを守るネット対策事業（平成 27年度⽂部科学省委託事業）実⾏委員会 
構成員：（座⻑）兵庫県⽴⼤学 准教授 竹内和雄 

大阪府、大阪府教育委員会、大阪府警察、総務省近畿総合通信局、⼤阪市教育委員会、堺市教育委員会 
大阪府 PTA協議会、大阪市 PTA協議会、⼤阪府⽴⾼等学校 PTA協議会、⼤阪市⽴⾼等学校 PTA協議会 
株式会社 NTTドコモ、KDDI株式会社、ソフトバンク株式会社、デジタルアーツ株式会社 
株式会社ディー・エヌ・エー、大阪府消費生活センター、⻘少年育成⼤阪府⺠会議 

事務局：⼤阪府政策企画部⻘少年・地域安全室⻘少年課 TEL０６－６９４４－９１５０ 



 

 
13:00 開会 
     ・主催者あいさつ  

・来賓ごあいさつ  
 

13:10 第一部 
◆スマホサミットまでの道のり 
◆約２万人の青少年に聞いた 
「ＯＳＡＫＡスマホアンケート 2015」集計結果発表!! 
◆スマホサミットメンバーからのメッセージ 
アンケート結果を踏まえ、議論した対策について動画を交えて発表します。 

 
14:00 第二部  

◆「適切なネット利用対策実践事例コンクール」表彰＆発表会 
   府内各地域の中高生が適切なスマホ利用について、独自に取り組んだ成果

を発表します。 

     ◆「フィルタリング啓発ポスターコンクール」の表彰式 
 

 
15:15 第三部  スマホ利用を考えるトークセッション 

パネラー：参加校から代表１名 
大阪府 PTA協議会、大阪府立高等学校 PTA協議会 
大阪市 PTA協議会、大阪市立高等学校 PTA協議会 
堺市 PTA協議会 

コーディネーター：兵庫県立大学 准教授 竹内 和雄 
 

16:10 ＯＳＡＫＡスマホ宣言 2015 
 ～「私たちが考えるスマホの賢い使い方」～ 
 

16:15 激励のことば 

会場からの意見・質疑応答 

16:25 閉会 

 

  

【OSAKAスマホサミット 2015メンバー】 
○羽衣学園高校  ○⼤阪市⽴南⾼校  ○箕⾯市⽴第五中学校 
○摂津市⽴第三中学校  ○⼤阪狭⼭市⽴第三中学校    
○⾼⽯市⽴⾼⽯中学校  ○寝屋川市⽴第六中学校＆第⼋中学校 
○泉南市⽴泉南中学校  ○⼤阪市⽴井⾼野中学校     
○⼤阪市⽴菫中学校   ○⼤阪市⽴新北島中学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場内にスマートフォンの実機体験等ができるブースを設置していますので、是非ご体験ください。 
 

【スマホ実機体験】 By (株)ディー・エヌ・エー 
 ゲーム・SNSサイトや無料通話アプリなどを安心・安全にご活用いただくため、守って欲しいこ

とをスマートフォンで実機体験しながらブースで学んでいただきます。 

 

【スマホにひそむ危険 擬似体験アプリ】 By デジタルアーツ(株) 
こちらのブースでは、子どもたちの直面するスマホの被害がどのような仕組みで起きてしまい、 

どのような結果になってしまうのかということを学べる「スマホにひそむ危険 疑似体験アプリ」 

を展示しています。また、フィルタリングについての解説も実演いたします。 

 
【ネットあんぜん検定体験】 By ソフトバンク(株) 
インターネットを安全に利用するための子どもの理解度をクイズ形式でチェックでき、一人一人

の理解度に合わせた安全対策をフィルタリングアプリ設定体験にて案内します。 

ご家庭・学校でのルール作りや必要な安全対策のために、ご活用いただけます。 

 
【消費者教育教材紹介】 By 大阪府消費生活センター 
消費者トラブル被害防止 DVD「インターネットはいろいろなトラブルともつながっている」やウ

ェブサイト、学校への消費者教育講師派遣事業などをご紹介しています。 

教職員や保護者の方はぜひ、お立ち寄りください。 

 
【動画フェスタ in近畿】 By スマホ連絡会（近畿） 
インターネットやスマートフォンの安心・安全な利用に関係する作品の募集を行い、動画コンテ

ストを開催しました。こちらのブースで入賞作品の上映を行います。 

その他、青少年の ICTリテラシー向上に関する活動をご紹介します。 

 

 

 

 

 

特設ブース（12：00から開設） 

コーディネータープロフィール 

竹内 和雄 
 
兵庫県⽴⼤学 
環境人間学部 准教授 

【経歴】 
公⽴中学校で 20年間勤務し、⽣徒指導主事等を担当。 
寝屋川市教委指導主事を経て 2012年より現職。 
⽣徒指導を専⾨とし、いじめ、不登校、ネット問題、⽣
徒会活動等を研究している。⽂部科学省、総務省等で、
子どもとネット問題についての委員を歴任。ＮＨＫ「視
点・論点」「クローズアップ現代」等にも出演。 
ウィーン大学客員研究員 
＜著書＞ 
・スマホ時代のリスクとスキル（北⼤路書房） 
・スマホ時代に対応する生徒指導・教育相談 
（ほんの森出版） 



 

 

 

第１回 ６月１４日（日）大阪の中高校生がスマートフォン利用について議論 

→まずは利用実態を把握するためにアンケートをしよう！ 

     →そのアンケート項目を皆で考えました。 

   

 
 

小中高校生が考えた「ＯＳＡＫＡスマホアンケート」への協力について、大阪の子どもを
守るネット対策事業実行委員会が呼びかけ、約 21,000人から回収することができました。 

 調査概要  
 調査人数 ： ２１，６４５人（大阪府内の小学１年生から高校３年生） 

（小学生：10,459人、中学生 7,691人、高校生 3,495人） 
調査時期 ： 平成 2７年７月 

  集  計 ： 株式会社ディー・エヌ・エー 
  分  析 ： 竹内研究室（兵庫県立大学） 
 

 アンケート結果（抜粋）  

  

  

 



  

 

本日、中高校生がアンケートの分析結果について、発表を行います。一生懸命、議論して

まとめたコメントと一緒に発表しますので、お楽しみにしてください。 

 

 

第２回 ９月１３日（日）中高校生がスマホアンケート結果を踏まえて議論 

  →班ごとにアンケート結果から見えるスマホ利用の問題点について議論 

    →スマホを適切に賢く使うために、ルール作りや啓発活動に取り組みたい！ 

       →どんな啓発活動に取り組むか、皆で考えました。 

 

     

 

そして、啓発動画を作成することにし、次のワークショップまでに、各学校が分担してシ

ナリオを考えてくることになりました。 

  



第３回 １１月２２日（日）中高校生が適切なスマホ利用を訴える啓発動画を撮影 

→それぞれが持ち寄ったシナリオをもとに三つの班に分かれて撮影開始 

 →その他に、やりとりをやめたい時に使うスタンプ等を考える班もありました。 

 

   

 

   

  

本日、スマホサミットメンバー自作自演の啓発動画を発表します。乞うご期待！！ 

メモ欄 



 

 

 

各学校において青少年の適切なネット利用対策を実践している事例を募集しました。 

入賞事例をご紹介しますので、是非、皆さんの学校や地域でも取り組んでみてください!!  

 

  

学校名 タイトル 取組み内容

大阪狭山市立中学校生
徒会

大阪狭山市スマホサミットからスマホ
通信へ

・市内の全小中校生徒を対象にスマホアンケートを実施
 ⇒アンケート結果を踏まえ、市内の生徒会・児童会で議論
・大阪狭山市スマホサミットを開催、スマホ三箇条を決定
・スマホ三箇条をスマホ通信にまとめ、市内全児童生徒＆
 教員に配布

大阪市立菫中学校 菫中スマホ宣言

・全生徒＆校下３つの小学校６年にスマホアンケートを実施
 ⇒アンケート結果を踏まえ、生徒会で議論
・文化祭で生徒会によるネットトラブルの寸劇と菫中スマホ
 宣言の発表⇒生徒会新聞にまとめ全校生徒＆教員に配布

摂津市立第三中学校
摂津三中校区に広げよう、スマホ・
ネット利用のいま

・全生徒＆校下の小4～6年を対象にスマホアンケートを実施
・結果を踏まえ生徒会で議論→文化鑑賞会で全校生徒に啓発
・生徒会が自作の啓発動画を使って校下の小６に出前授業
・これらの活動を生徒会通信にまとめ、全校生徒＆校区の
 小学校へ配布
・地域イベント「三中フェスタ」で地域住民への啓発を実施

大阪市立井高野中学校
生徒会

みんなで考えよう、スマホのスマート
な使い方

・全生徒にスマホアンケート
 →ｱﾝｹｰﾄ結果を踏まえ、生徒会で議論
・文化祭で生徒会が寸劇「上手な断り方」と自作動画
 「ネットでの出会い」を発表

聖母被昇天学院中学校
高等学校情報科

高校生から中学生に伝える情報モラル
の取組み
～標語・プレゼンテーションを通して
～

高校生が授業を活用して中学生に情報モラルを呼びかける。
①情報モラルを呼びかける標語を作成⇒優秀標語をまとめて
 ポスターとして制作⇒最も目につく玄関に掲示
②ネット利用に関する議論(KJ法)⇒プレゼン資料作成・発表
  ⇒優秀班が中学生にプレゼンを行う。

大阪市立堀江中学校

小中連携【生徒会による情報モラル出
前授業】
～情報機器に関するトラブル０をめざ
して～

・LINEトラブルの寸劇を文化発表会で発表
・全校生徒に生徒会が独自に考えたアンケートを実施
 ⇒結果を踏まえ議論⇒啓発資料を作成(生きる力の育成)
・校下の小６を対象に中学生が出前授業

大阪市立堀江小学校
情報モラル教育に関する「強調週間」
を中心とした取組み
～児童の主体的な学びを目指して～

学校教育ICT活用事業モデル校として次の取組みを実施。
①「情報モラル教育強調週間」のカリキュラム策定
 児童の実態をふまえた学習を行えるよう、低・中・高学年
 ごとに学ぶ内容を段階的に位置づけ
②PTAや進学中学校と連携した情報モラル教育の強化

守口市立樟風中学校
生徒・保護者・教職員が三位一体と
なって取組むケータイ ルール作り

・全生徒＆保護者と校区内４つの小学校の4～6年生＆保護者
 を対象にアンケート⇒結果を全生徒・保護者・地域に配布
・生徒会でルール８カ条案をまとめPTA役員会と協議
 ⇒8カ条について「宣言書」を生徒会・PTA・教員で採択
・「宣言書」を生徒会新聞、学校便り、PTA新聞にて周知
 ⇒1月の教育フォーラムにて発表

羽衣学園高等学校

生徒を中心とした検討チームによる
ソーシャルメディアガイドライン作成
そして  高校生による出前授業の実
践

・高校生が主体となってソーシャルメディアガイドラインを
 作成⇒学校HPに掲載（実効性ある運用を図るため、学
 校・生徒・保護者が一体となった体制づくりを目指す。）
・高石市や寝屋川市の小中学生にネット利用に関する出前講
 座やワークショップを高校生が複数回実施。

高石市立高石中学校 高中みんなで考えようスマホ利用

・スマホアンケート実施。全校生徒でスマホ川柳の作品取組
・スマホ川柳の選考⇒スマホ川柳日めくりカレンダーの作成
 ⇒川柳の掲示と校下小学校へのカレンダー配布
・文化活動発表会で「集団いじめにつながるスマホのトラブ
 ル事例」劇の発表

寝屋川市立第六中学校

寝屋川市中学生サミットから自校実践
への広がり
～スマホ・ネット５カ条の今後の展開
にむけて～

・H26寝屋川市中学生サミット[ネットいじめ撲滅劇]DVD
 鑑賞・全体学習
・ネット問題の授業参観。生徒作成の啓発掲示物展示。
 生徒会を中心に学習発表会で寸劇
・保護者・教師とともにスマホ・ネット問題のシンポジウム
・寝屋川市中学生サミットに参画⇒スマホ・ネット５カ条案
 作成⇒活用法検討

優秀事例について、本日発表してもらいます。乞うご期待！！ 



 

 

 

  フィルタリングの重要な役割を改めて考えていただくために、フィルタリング啓発ポス

ターコンクールを実施しました。最優秀賞はＢ２版ポスターに、優秀賞は４作品まとめて

Ａ４版チラシとして作成し、府内全ての携帯電話ショップにて掲出・配布します。 

        
【優秀賞４作品】 

   

 

 

  

【最優秀賞】 

大阪府立港南造形高等学校３年 

松浪 実希さん 

大阪市立新北島中学校３年 

豊島 朱莉さん 

大阪府立泉大津高等学校２年 寝屋川市立第六中学校２年  大阪市立井高野中学校２年 

奥田 菜央さん        中 絢音さん      山内 来夢さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   


